
観点別の二次元表から読み取った特徴を表現することができる。

授業改善を確かな形にするために、新たな学び場がスター
トしました。本授業研究会は、これからの「高知の授業づ
くり改革」に向けて、どういった視点が大切なのかを参加
者と共有し、明日からの授業づくりの方向性を確認すると
ともに、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、授
業の質を高めることを目的としています。

授業の視点

＊けがのデータを再度洗い直し、時間・場所・種類の３つ
の観点から読み取れるキーワードを押さえながら、全校
に伝えていきたいことは何かを追求させていきたい。

本単元では、データを活用する目的意識をしっかり持たせるために、何のためにデータを収集・整理・分析するのか、その動機付けの出発点と

なる児童の疑問を位置づけることが大切です。また、児童にとって身近な生データ「校内のけが」を使って、問題把握⇒計画⇒データ⇒分析⇒結

論という統計的探究プロセスのサイクルを回す中で、目的に応じて表やグラフに表すことのよさを学ぶとともに、扱うデータの範囲を広げながら

統計的な問題解決活動が深まることを目指します。本時では、「６月のけがをへらそう」の実現のために、けがに関する３つの二次元表を読み取り、

特徴を捉えさせるとともに、子供が追求すべき問いに向かってそれらを関連付けて考えることがポイントとなります。

本時の目標
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＊子どもの課題意識により沿った流れになっていたか
＊データの提示の仕方は適切であったか。

授業リフレクション
ることを通じて問題を解決する活動を行うことが大切になります。め

あてを設定する際には、どういった結論に辿り着くのかを想定するこ

とが必要です。そして、意味ある問題解決活動を意識し、分析して見

いだした特徴や傾向を共有し結論をまとめるという学習を展開してい

きます。つまり、結論からめあてを考えることが大切です。

統計はこれからの時代を生きる子供たちの必須ツールです。この学

習を通して統計的探究プロセスを回すことができる子供を育てる必要

があります。そのためには、与えられた教材に対してグラフを読んだ

りかいたりする内容ベイスの授業を再考しなければなりません。

つまり、日常生活から問題を見いだし、データを集

め分析し結論を求め、そこから新たな問題を見いだし、

課題解決に向けて学び進めていく統計的探究プロセス

に沿った単元を設定することが大切です。

授業リフレクションでは、提示されためあてと３

つのデータの読み取りが子供の課題意識に沿った流

れになっていたかについて協議されました。参加者からは、「問いとめあては

適切であったか。」「データの読み取りと生活場面からの推測との混同が起き

ていた。子供たちは算数的価値を見だしていたのか。」「二次元表の見方が弱

かった。データから何を読み取ったらよいか。教師の切り返しで深める必要

があった。」などの意見が出されました。

ただデータを表やグラフに表して読み取る

学習をするのではなく、子供の追求すべき問

いに沿った文脈の中でデータを扱うことが大

切です。そして、表やグラフに表して分析す
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単元を通して、「今の学習や活動は何のため

にしているのか？」という目的を常に児童に意

識させることが大切です。目的やゴールがはっ

きりしていないと児童の思考の広がりはなく、

やらされ感が募っていきます。

だからこそ、児童に目的意識を

しっかりもたせながら、展開し

ていけるような単元・授業づく

りを目指していきたいです。

子供がデータを必要とするような発問や

単元づくりをしていきたいです。

・小学校の段階でここまで見方・考え方を発

展させていることが分かり、中学校では更

に発展させて批判的に見る力をつけてい

く必要があると感じました。

ストーリー性のある単元構成を考えることで児童に

興味・関心をもたせられることや単元を通しためあ

てを設定することで、探究的に考えられる児童が育

つことが分かりました

・データの活用ではＰＰＤＡＣサイクルが回るように、

身近なデータを用いた単元を描いていきたいです。

中１のデータの活用の単元づくりの参考になりまし

た。

次回 平成30年8月16日（木）9時から教材研究会１年「おおきさくらべ-ひろさをくらべよう-」


